
 

令和４年１１月せとまちトーク 

（市民と議会の意見交換会） 

 

にじの丘中学校区（本山） 総務生活委員会 

① テーマ 

ごみの分別について 

～ごみ減量に向けたわかりやすい分別方法を考える～ 

 

② テーマに対してあなたが考える課題・問題点 
① 周知をどう進めるか 
・ 全世帯へ分別の周知・徹底をどう進めてい

くか 
・ 分別方法がわからない 
・ 高齢者、単世帯の方々へどうお知らせして

いくか 
・ プラスチックゴミの出し方の説明不足 
・ プラスチック分別が分からない 
② マナー問題 
・ カラス対策 
・ 連区以外の人、車からポイ捨てされる人が

いる 
・ 分別のマナーが悪い（汚い） 
・  

・ 時間外に出される 
・ カラス防止ネットの使用方法 
③ 行政による整備 
・ 自治会・町内会に入っていない人に対して 
・ 分別箱の不整備による課題 
・ ゴミ捨て場の不整備、ゴミ分別の分別箱の設置

（市統一） 
④ 教育 
・ 子ども達へのゴミ（環境）教育をどう進めていく

のか 
⑤ その他 
・ プラスチック製容器包装の分別をしているが量

が多い 
・ プラ以外の分別をどうするのか 

 
③課題・問題点を解決するにはどうしたらよいか（手法） 

行政        地域        その他 
 行政は実績を表示し、徹底

を図る（例）「10 月の結果～
㎏」【①】 

 世代をまたいで各課が協力
して常に説明していく【①】 

 周知徹底して ゴミ問題を
こまめに説明して【課題①】 

 集積所に看板、市役所の定
期巡回【②】 

 自治会、地域力を通じて情
報を頂き、順次整備【③】 

 学校カリキュラムに環境教
育を組み込む【④】 

 当分は学校にてゴミ問題を
取り上げ教育する【④】 

 プラごみを圧縮して分別す
るようにする【④】 

 行政の検討をもとに市民の
皆様に意見を伺う【⑤】 

 マナーの問題は個人になる
ため難しいが、見たら注意
する【②】 

 ごみ置場に交替で立ち番を
する（行政と地域で）【②】 

 ゴミ箱を市全体で統一する
（金かかるが）【③】 

 自治会に入っていない人の
ゴミ捨て場を設ける【③】 

 

 各連区で有償ボランティア
による分別、整備を推進【①
②③】 

 皆さんを集めて説明会を行
う 紙の説明だけでは分か
らない事がある【①】 

 必ずネットを張って「おも
し」を置くようにする【②】 

 子ども達に物を見せて分か
りやすく説明する【④】 

 

 


